
日
本
語
に
は
数
多
く
の
同
音
語
が
あ
り、

そ
れ
が
意
志
疎
通
の
支
障
に
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

本
稿
で
は、

ま
ず、

同
音
語
と
は、

ど
の
よ
う
な
現
象

を
指
し
て
い
る
の
か
を
概
観
す
る
。

つ
ぎ
に
、

一

例
と
し
て
、
「
温
か
い
」

と

「
暖
か
い
」

の
使
い
分
け
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の

を

紹
介
し
、

同
音
語
の
用

法
を
考
察
す
る
。

ニ
・
一

表
記
と
発
音
と
意
味

同
音
語
と
並
ん
で
、

同
形
語、

同
音
異
義
語、

同
形
異
義
語、

異
形
同
音
異

義
語
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
が
、

そ
の
定
義
は
厳
密
と
は
い
え
な
い
。

あ
る

用
語
を
広
義
に
用
い
て
、

他
の
も
の
を
下
位
分
類
に
含
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

狭
義
に
用
い
て
、

他
の
も
の
と
同
位
の
分
類
と
し
て
並
列
に

扱
う
こ

と

も
あ

る
。

同
じ
内
容
の
こ
と
に
当
て
る
用
氾
が
著
者
に
よ
っ
て
逃
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
上
に
、

著
者
が
明
確
な
定
義
を
掲
げ
て
い
な
い
た
め
に
、

読
み
手
は
例
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

帰
納
的
に
定
義
を
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

と
い
う
場

同
音
語
と
は

は
じ
め
に

同

—『
温
か
い』
と
『
暖
か
い』
ー
ー

音

語

の

用

法

合
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

用
語
の
不
統
一

は
日
本
語
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
く、

h
o
m
o
n
y
m,

h
o
m
o
p
h
o
n
e,
 h
o
m
o
g
ra
p
h

な
ど
の
英
語
を
使
っ
た
説

明
に
も、

同
様
に
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
用
語
を、

あ
え
て
定
義
づ

け

ず、

表
記
（
形
）
•

発

音
（
音
）
・

意
味
（
義）

を
考
え
な
が
ら、

同
音
語
を
説
明
し
て
い
く
。

同
音
語
と
い
う
か
ら
に
は、

発
音
が
同
一

で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、

ア
ク
セ
ン
ト
は
考
慮
に
入
れ
な
い

か

ら、
「
鼻
」

と
「
花
」、
「
端
」

と
「
橋
」

も
同
音
語
に
な
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

日
本
語
の
漢
字
に
は
、

音
と
訓

と
い
う
二
通
り
の
読
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り、

先
の
例
は、

訓
で
「
は
な
」
「
は
し
」

と
読
む
と
き
に

限
り、

同
音
語
な
の
で
あ
っ
て
、

音

で
「
ビ
」
「
力
」、
「
タ
ン
」
「
キ
ョ
ウ
」

と
読
む
と
き
は、

も
は
や
同
音
語
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

本
稿
副
題
も、
「
温
か
い
」
「
暖
か
い
一

の
漢
字
を
「
オ
ン
」

「
ダ
ン
」

と
読
め
ば
、

同
音
語
て
は
な
く
な
る
。
「
シ
リ
ツ
」

に
は
「
市
立
」

と

「
私
立
」

と
が
あ
っ
て
、
「
い
ち
リ
ツ
」
「
わ
た
く
し
リ
ッ
」

と
区
別
す
る

と
い

う
の
は
、

あ
ま
り
に
有
名
な
例
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
漢
字
の
音
訓
を
巧
み
に
利

用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

吉

村

弓

子
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英
語
で
は、
一

語
に
体
系
の
異
な
る
音
が
対
応
す
る
こ
と
は、

ほ
と
ん
ど
な

(
1)

（

2)
 

い
か
ら、

あ
る
一

組
の
語
が
同
音
語
か
否
か
は
自
動
的
に
決
っ
て
し
ま
う、

と

言
っ
て
良
い
。

〈
同
音〉

〈
異
音〉

は
な
（
鼻
）

ビ
（
鼻
）

｛
は
な
（
花）

｛
力
（
花
）

{
b
ear
 [
b
悶r

]
(
熊
）

｛
b
o
w
[
bou
]
 (
弓
）

b
ear
 [
b
m
g]
（
耐
え
る
）

b
o
w
[
ba
u
]
 (
お
じ
ぎ
す
る
）

同
音
語
の
表
記
は
同
じ
場
合
と
異
な
る
場
合
と
が
あ
る
。

英
語
の
同
音
語
は

二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

日
本
語
は
任
意
の
同
音
語
を
仮
名
で
書
け
ば
同

表
記
に
な
り、

漠
字
で
書
け
ば
異
表
記
に
な
る
。

こ
れ
は、

現
代
日
本
語
が
漠

字
と
仮
名
（
ひ
ら
が
な
・

カ
タ
カ
ナ
）

と
い
う、

複
数
の
文
字
列
を
用
い
て
い

る
こ
と
に
由
来
す
る
。

前
述
の
音
と
訓
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ら、

漠
字
は
読

み
を
指
定
し
な
い
が
仮
名
は
読
み
を
指
定
す
る、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〈
同
表
記
同
音〉

〈
異
表
記
同
音〉

{

〗

〗
●

[

[

{

lt

{
b
ear
 [
b
E<>r]
 (
熊
）

｛
k
ni
ght

[n
ait]
 (
騎
士）

b
e
ar
 [
b
E<>r
 J 
(
耐
え
る
）

ni
g
ht
[
nait]
 (
夜
）

英
語
で
も
日
本
語
で
も、

表
記
が
同
じ
で
発
音
が
迩
う
語
と
い

う
の
が
あ

る
。

し
か
し、

こ
れ
は
同
音
語
で
は
な
い
か
ら、

こ
こ
で
深
入
り
せ
ず、

隣
接

し
た
現
象
と
し
て
、

そ
の
存
在
を
記
す
だ
け
に
、

と
ど
め
て
お
く
。

同
音
語
の
表
記
が
同
じ
に
し
ろ
異
な
る
に
し
ろ、

意
味
の
距
離
に
は、

さ
ま

ざ
ま
な
程
度
が
あ
る
。

そ
の
程
度
は
本
来、

連
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
り、

段

階
的
で
は
な
い
。

が
、

便
宜
上、

意
味
が
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
も
の
を
異

義
語、

近
い
も
の
を
類
義
語、

全
く
同
じ
も
の
を
同
義
語、

と
三
分
類
に
す
る

こ
と
が
多
い
。

参
岩
ま
で
に
、

国
研
報
告
20
「
同
音
語
の
研
究
」

の
分
類
例
を

記
載
す
る
。

同
音
異
義
語

化
学
ー
科
学

協
調
ー
弥
調

古
人
ー
故
人

低
調
ー
丁
重

訳
者
ー
役
者

向
学
ー
後
学

暗
に
ー
案
に

強
行
ー
強
硬

良
好
ー
良
港

同
音
類
義
語

定
跡
ー
定
石

経
理
ー
計
理

定
年
ー
停
年

移
動
ー
異
動

作
成
ー
作
製

生
育
ー
成
育

足
形
ー
足
型

雄
姿
ー
勇
姿

共
同
ー
協
同

同
音
同
義
語

重
態
ー
重
体

容
態
ー
様
体

広
野
ー
職
野

ニ
・

ニ

同
音
語
の
意
味
距
離
に
関
わ
る
問
題

同
音
異
義
語
と
い
う
用
語
は
よ
く
耳
に
す
る
が
、

同
音
類
義
語、

同
音
同
義

語
は、

あ
ま
り
聞
か
な
い
。

こ
れ
は、

同
音
語
の
す
べ
て
が
す
べ
て
、

意
志
の

疎
通
に
支
障
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

意
味
が、

あ
ま

(

3
)
 

り
離
れ
て
い
て
も
紛
れ
よ
う
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

近
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、

紛
れ
て
も
大
し
て
困
ら
な
く
な
り、

同
義
と
も
な
れ
ば
、

全
く
問
題
に
は

な
ら
な
い
。

意
味
が
異
な
る
か
ら
こ
そ
誤
解
が
大
き
く
な
る、

と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

同
音
語
を
異
義
語、

類
義
語、

同
義
語
と
分
け
る
こ
と
は、

実

は
単
純
明
快
に
は
い
か
な
い
。

た
と
え
ば
、
「
長
い
ー
永
い
」

は、

ど
れ
に
入

る
だ
ろ
う
か
。

議
論
を
具
体
的
に
す
る
た
め
に
、

文
脈
を
与
え
て
み
よ
う
。

筆
者
の
直
観
で
は、
「
な
が
い
髪
の
毛
」、
「
手
が
閑
加
凶
」

に
は
「
長
い
」
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が
、
「
加
詞
叶
眠
り
に
就
く」、
「
な
が
の
別
れ
」

に
は
「
永
い
」

が、

明
ら
か

に
適
合
す
る
。

し
か
し
、
「
加
詞
バ
夜」、
「
な
が
な
が
と
話
す
」

に
は
「
長
い
」

で
も
「
永
い
」

で
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
こ
と
が
二
点
あ
る
。

ま
ず、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
「
長

い
」

と
「
永
い
」

の
ど
ち
ら
を
当
て
る
か
に
、

儲
人
差
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

同

じ
様
に
使
い
わ
け
る
と
し
て
も、

そ
の
事
実
の
解
釈
が
一

通
り
で
な
い
。

つ
ま

り、

「
長
い
」

と
「
永
い
」

は
意
味
の
守
備
範
囲
が
違
う
と
考
え
る
か、

使
い

分
け
は
表
面
だ
け
で
、

つ
き
つ
め
て
い
け
ば
、

共
通
の
意
味
要
索
を
も
っ
て
い

る
と
考
え
る
か、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
4)
 

第
一

の
点
は、

年
齢、

性
別、

教
奨、

職
業
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
ら
し
い

が
、

そ
の
関
係
を
解
明
し
た
と
い
え
る
研
究
は、

筆
者
の
知
る
限
り
に
お
い
て

は、

ま
だ
無
い
。

第
二
の
点
は、

別
語
の
同
音
な
の
か、

同
語
の
多
義
な
の
か、

と
い
う
問
題

で
あ
る
。

こ
の
問
題
が
難
解
な
の
は、

歴
史
的
事
実
と
現
代
人
の
使
用
意
識
に

ズ
レ
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

辞
書
の
編
纂
者
は、

見
出
し
を
―
つ
に
す
る
か

別
に
立
て
る
か、

頭
を
悩
ま
す
。

英
語
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
が、

日
本
語
の
場
合、

漠
字
の
違
い
が
し
ば
し
ば
別
語
意
識
を
支
え
る
、

と
い
う
こ

(
5)
 

と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
に
、

訓
読
み
の
同
音
語
に
お
い
て
、

こ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。

元

来、

和
語
は
一

語
で
大
ま
か
な
意
味
を
表
わ
し
た
が、

漠
語
の
一

語
は
細
分
化

さ
れ
た
意
味
を
も
っ
て
い
た。

そ
こ
で
、

和
語
と
漠
語
は
一

対
一

に
対
応
で
き

ず、

複
数
の
漠
語
（
漠
字）

に
―
つ
の
和
語
（
訓）

を
当
て
て
、

日
本
語
に
取

り
入
れ
た
。

漢
字
使
用
の
影
響
で
、

日
本
語
と
し
て
も
意
味
が
細
分
化
し
て
別

語
に
な
っ
た
も
の
と、

漢
字
表
記
は
何
通
り
か
あ
っ
て
も、

い
ま
だ
に
一

語
と

し
か
意
識
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る、

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う。

格
子
ー
小
牛

し
か
し
、

現
状
と
は
別
に、
「
：··
：
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

と
唱
え
る、

0
0
主
義
者
が
存
す
る
こ
と
も、

ま
た
事
実
で
あ
る
。

国
粋
主
義
者
は、

大
和

言
葉
は
大
ら
か
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り、

漠
字
で
区
別
し
よ
う
と
す
る
こ

と
自
体、

間
違
っ
て
い
る
と
言
う。

漠
学
尊
重
主
義
者
は、

漠
字
に
は
一

字
一

字
に
意
味
が
あ
り、

そ
れ
を
重
ん
じ
て
、

文
脈
に
即
し
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
う。

前
者
に
お
い
て
は、

同
訓
異
義
語
は
歴
史
的
に
同
語
源
で
は
な
い、

偶
然
の
一

致
の
場
合
だ
け
で
あ
り、

後
者
に
お
い
て
は、

漠
字
表
記
が
異
な
る

(
6)
 

以
上、

同
訓
同
義
語
も
同
音
同
義
語
も
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う。

ニ
・

三

周
辺
的
な
同
音
語

同
音
語
は
字
音
語
同
士
か
字
訓
語
同
士
が
、

形
態
索
レ
ベ
ル
で
成
立
す
る
こ

と
が
多
い
が
、
「
同
音
語
の
研
究
」

に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

固
有
名
詞
を
含
む
も
の

茨
木
ー
茨
城

同
志
社
ー
同
志
者

略
語
を
含
む
も
の

民
放
ー
民
法

参
院
ー
産
院

農
エ
ー
農
耕

複
合
語
を
含
む
も
の

機
関
紙
ー
季
刊
誌

起
源
説
ー
紀
元
節

活
用
形
を
含
む
も
の

行
こ
う
ー
移
行

買
っ
た
ー
勝
っ
た

外
来
語
を
含
む
も
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
ー
早
生
児

罐
ーca
n

プ
ロ

(
pro
g
ra
m
)
|。
フ
ロ

(
p
rofessi
o
na
 
1

)
 

誤
読
を
含
む
も
の

文
学
ー
文
楽

梢
神
ー
精
進
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三
・
一

異
字
同
訓
に
対
す
る
文
部
省
の
方
針

二、
一
の
説
明
に
則
し
て
言
う
と、
「
温
か
い
」
と
「
暖
か
い
」
は
訓
読
み

の
場
合
に
同
音
語
と
な
る
和
語
で
あ
り、
仮
名
を
使
え
ば
同
表
記、

漠
字
を
使

え
ば
異
表
記
に
な
る。
意
味
が
か
な
り
近
接
し
て
お
り、

同
語
か
別
語
か
の
問

屈
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
は
ニ
・
ニ
て
取
り
あ
げ
た。

漢
字
が
異
な
り、
訓
読
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら、
こ
れ
ら
の
同
音
語
を
異

字
同
訓
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る。
謁
査
の
背
景
と
し
て、

文
部
省
が
異
字
同
訓
を

ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
以
下
に
述
べ
る。

昭
和
二
三
年
の
当
用
漢
字
音
訓
表
で
は、
異
字
同
訓
を
最
小
限
に
と
ど
め
て

「
温
か
い
」
「
暖
か
い
」
の
使
い
分
け
意
識

(

1
)

ご
く
わ
ず
か
の
語
に
は、
ラ
テ
ン
語
読
み
と
英
語
読
み
の
二
通
り
が
あ
る。
た

と
え
ば、
i·
e.
は
イ
ド
・
エ
ス
ト
と
ザ
ッ
ト
・
イ
ズ、
e.
g.
は
エ
ク
ゼ
ン。フ
ラ

イ
・
グ
レ
ー
シ
ャ
と
フ
ォ
ー・
イ
グ
ザ
ン。フ
ル。
た
だ
し、
ラ
テ
ン
語
読
み
は
古

典
語
の
素
狸
を
必
要
と
し、
一
般
大
衆
の
意
識
と
し
て、
二
通
り
の
読
み
が
並
存

す
る
わ
け
で
は
な
い。
そ
こ
が、
日
本
語
の
音
訓
と
迩
う
点
で
あ
る。
こ
れ
に
関

し
て
は
文
献
18
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る。

(

2

)

イ
ギ
リ
ス
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
の
迩
い
は
取
り
扱
わ
な
い。

(

3
)

意味
が
か
け
離
れ
て
い
て
も一
方
の
語
を
知
ら
な
い
と
き
は、
同
音
の
知
っ
て

い
る
語
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
文
献
21
に
見
ら
れ
る。

(

4

)

文
献
5
.
6
に
調
査
結
呆
が
あ
る。

(

5
)

日
本
語
以
外
の
綴
り
字
に
つ
い
て、
同
音
語
判
別
機
能
を
疑
っ
て
い
る
の
が
文

献
1
.
4
.
21
で、
肯
定
的
な
の
が
文
献
3

.

9

で
あ
る。

(

6
)

文
筆
家
も
漢
字
の
も
つ
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
多
い。

漠
字
が
違
え
ば
別
語
か、
と
い
う
問
題
は、
文
字
は
言
語
の
内
に
あ
る
の
か
外

に
あ
る
の
か、
と
い
う
議
論
に
発
展
し、
文
献
12
に
詳
し
い。

い
た
が、

四
八
年
の
改
定
音
訓
表
で
は、
「
漢
字
の
使
い
分
け
の
で
き
る
も
の、

お
よ
び
漢
字
で
書
く
習
慣
の
強
い
も
の
は
取
り
上
げ
る」
こ
と
に
し
て、
二
七

一
の
訓
を
追
加
し
た。
「
温
か
い
」
は
そ
の
―
つ
で
あ
る。
音
訓
表
備
考
欄
に

(

7

)
 

掲
が
っ
た
異
字
同
訓
を
数
え
る
と
二
四
七
字
あ
り、
当
用
漢
字一
八
五
0
字
の

う
ち一
三
•
四
％
を
占
め
る。
音
訓
表
例
欄
に
は
使
用
例
が
掲
げ
て
あ
り、

品

詞
を
異
に
す
る
派
生
形
や
自
動
詞
•
他
動
詞
の
対
応
形
に
至
る
ま
で、
同
じ
漢

字
を
適
用
で
き
る
こ
と
が
具
体
的
に
示
し
て
あ
る。

三
・
ニ

「
温
か
い」
「
暖
か
い」
の
頻
度

同
音
語
の
混
乱
に
は
語
の
使
用
頻
度
も
影
磐
し、

高
頻
度
語
の
方
が
支
障
に

(

8

)
 

な
る
と
一
般
に
認
め
ら
れ
る。
そ
こ
で、
「
温
か
い
」「
暖
か
い
」
に
つ
い
て
も、

頻
度
を
確
認
し
て
お
く。

「
現
代
新
聞
の
漢
字」
に
よ
る
と、
「
暖
か
い
」
の
使
用
度
は、
派
生
形
や
対

応
形
を
含
め
て
五
二
で、

字
訓
形
容
詞、
形
容
動
詞
の
中
で
六一
位
で
あ
る。

「
温
か
い
」
の
使
用
度
は
三
で、

順
位
は
七
七
位
内
に
入
っ
て
い
な
い。
し
か

し、
「
婦
人
雑
誌
の
用
語」
を
見
る
と、
「
暖
か
い
」
の
例
は
な
く
「
温
か
い
」

の
例
だ
け
が
出
て
い
る。

三
・
三

「
温
か
い」
「
暖
か
い」
の
読
み
と
意
味
の
問
題

「
温
か
い
ー
暖
か
い
」
を
「
あ
た
た
か
い
」
と
読
む
こ
と
に
は、
異
論
は
な
い

だ
ろ
う。
派
生
形、
対
応
形
を
検
討
す
る
と、
「
暖
か
い
」
の
方
は
問
題
な
い

が、
「
温
か
い
」
の
方
は
困
る
場
合
が
あ
る。
送
り
仮
名
を
「
温
い
」
と
す
る

と
「
ぬ
る
い
」
と
読
め
る。
「
温
ま
る」
は
「
ぬ
く
ま
る」、
「
温
め
る」
は
「
ぬ

(
9)
 

く
め
る」
と
も
読
め
る
の
で
あ
る。

意
味
に
つ
い
て
は、
国
広
(-
九
六
七）
に
詳
し
い
分
析
が
あ
る。
こ
れ
に

よ
る
と、
「
ア
タ
タ
カ
イ」
の
他、
「
ア
ツ
イ」
「
サ
ム
イ」
「
ス
ズ
シ
イ」
「
ッ

メ
タ
イ」
な
ど、

温
度
を
表
わ
す一
連
の
語
は、
「
ア
ツ
ィ
ー
サ
ム
イ」、
「
ア
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ツ
イ
ー

ツ
メ
タ
イ」
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る。
そ
し
て 、
前
者
は
「
暑
イ」 、

後
者
は
「
熱
イ」

と
し
て
区
別
で
き
る。
「
ア
タ
タ
カ
イ」
は
「
暑
イ
ー

サ
ム

ィ」
の
中
間
と 、
「
熱
イ
ー

ツ
メ
タ
イ」
の
中
間
と
双
方
に
位
置
す
る。
そ
の

表
記
は
い
ず
れ
も
「
ア
タ
タ
カ
イ」
と
な
っ
て
お
り 、
「
温
か
い
」
と
「
暖
か

い
」
で
区
別
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
は 、
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お 、
国
広
は 、
意
義
素
分
析
に
際
し
て 、
比
喩
的
な
用
法
や
共
感
覚
的
な

用
法
は
別
扱
い
に
し
て
い
る
の
で 、
こ
の
分
析
は
温
度
そ
の
も
の
を
表
わ
す
用

法
だ
け
に
関
し
た
も
の
で
あ
る。
し
か
し 、
国
語
審
議
会
漠
字
部
会
に
よ
る

「『
異
字
同
訓』
の
漠
字
の
用
法」
に
は 、
「
暖
か
い
心」
「
友
情
を
温
め
る」
な

ど 、
比
喩
的
用
法
も
掲
が
っ
て
い
る
か
ら 、

国
広
の
分
析
を
そ
の
ま
ま
適
用
し

て
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い。

漠
字
の
音
訓
両
用
性
を
利
用
し
て 、
「
暖
色」
か
ら
「
暖
か
い
色」
を
類
推

す
る
こ
と
は 、
一
見
有
効
の
よ
う
で
あ
る。
し
か
し 、
辞
書
に
は
「
温
色」
も

戟
っ
て
い
る。
さ
ら
に 、
S
UZ
U
KI
(一
九
六
三）
に
よ
る
と 、
「
寒
流」
は

「
冷
た
い
潮
の
流
れ」
で
あ
っ
て
「
塞
い
潮
の
流
れ」
で
は
な
い
よ
う
に 、
音

間
が
対
応
し
な
い
こ
と
も
あ
る。
ま
た 、
「
塞」
と
「
冷」
は
音
読
み
の
使
い

分
け
基
準
と
訓
読
み
の
使
い
分
け
砧
準
が
異
な
る 、
と
も
言
う。
こ
の
よ
う

に 、
音
読
み
の
熟
語
か
ら
訓
読
み
の
用
法
を
安
易
に
類
推
す
る
こ
と
は
危
険
で

あ
る。三

•
四

調
査
の
方
法

こ
の
よ
う
に 、
い
く
つ
か
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
同
音
語
「
温
か
い
ー

暖

か
い」
の
使
い
分
け
と
し
て
用
例
を
示
し
た
も
の
が
あ
る。
こ
れ
ら
が
現
代
日

本
語
の
使
用
者
意
識
と一
致
す
る
か
ど
う
か 、
調
べ
て
み
た。

調
査
に
使
っ
た
用
例
の
出
典
は 、
武
部
良
明
「
漢
字
の
用
法」 、
「
三
省
堂
国

語
大
辞
典」 、
国
語
審
議
会
漠
字
部
会
「『
異
字
同
訓』
の
漢
字
の
用
法」
で
あ

る。
「
温
か
い
」
は
「
温
か
い
風
呂」
「
温
か
い
料
理」
「
体
が
温
か
く
な
る」

「
人
情
が
温
か
い」
「
温
か
い
扱
い」
「
温
か
く
迎
え
る」
「
家
庭
の
温
か
み」
「
水

が
温
ま
る」
「
心
温
ま
る
話」
「
体
を
温
め
る」
「
旧
交
を
温
め
る」
「
温
か
い
家

庭」
の
―
二
例 、
「
暖
か
い
」
は 、
「
暖
か
い
気
候」
「
暖
か
い
国」
「
暖
か
い
日」

「
暖
か
い
色」
「
布
団
の
暖
か
み」
「
ふ
と
こ
ろ
が
暖
か
い」
「
室
内
が
暖
ま
る」

「
暖
ま
っ
た
空
気」
「
席
の
暖
ま
る
暇
も
な
い」
「
手
足
を
暖
め
る」
「
暖
か
い
心」

「
暖
か
な
毛
布」
「
暖
か
い
冬」
「
暖
か
い
気
持
ち」
の
一
四
例
で
あ
る。
二
か

所
ほ
ど
手
を
加
え
て
あ
り 、
「
手
足
を
暖
め
る」
は
「
手
足
を
暖
め
て
や
る」 、

「
ふ
と
こ
ろ
が
暖
か
い
」
は 、
「
帳
が
暖
か
い
」
が
原
文
で
あ
る。

調
査
は
三
種
類
試
み
た。

A

用
例
を
無
作
為
に
並
べ

、
「
温」
「
暖」
の
あ
る
文
節
は
括
弧
の
上
に
小

さ
く
仮
名
書
き
し
て
お
く 。
調
査
用
紙
を
配
布
し 、
括
弧
内
に
適
当
な
文

字
を
入
れ
さ
せ
る。

B

用
例
を
「
温」
「
暖」
別
に
ま
と
め
た
一
覧
表
を
作
成
し
て
配
布
し 、

辞
書
に
あ
る
使
用
例
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
う
え
で 、

各
用
法
に
対
す
る

賛
否
を
O
X
で
答
え
さ
せ
る。
さ
ら
に 、
こ
の
表
に
お
け
る
「
温」
と

「
暖」
の
使
い
分
け
の
基
準
を
判
断
さ
せ 、
表
の
下
の
余
白
に
書
か
せ
る 。

c

各
用
法
を
「
温」
「
暖」
二
通
り
に
表
記
し
た
も
の
を
準
備
し 、
そ
れ

ぞ
れ
自
然
か
不
自
然
か 、
ど
ち
ら
を
使
う
か 、
二
つ
は
意
味
が
同
じ
か
迩

(

10
)
 

う
か 、
意
味
微
分
法
を
用
い
て
五
段
階
評
価
を
さ
せ
る。
さ
ら
に 、
意
味

が
同
じ
で
な
い
な
ら 、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
迩
う
の
か 、
自
由
に
記
述
さ

せ
る。

被
験
者
は 、
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
生 、
八
0
名
で
あ
る。
全
員 、
日

本
語
を
母
語
と
し 、
海
外
経
験
は
三
年
未
満
で
あ
る。
調
査
毎
の
男
女
内
分
け

は
次
の
通
り
で
あ
る。
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男
八

女
―

二

計
二
0

男
八

女
―

二

計
二
〇

c

男
七

女
三
一

不
明
二

計
四
0

揺
査
C

が
調
査
A

お
よ
び
B
の
二
倍
の
被
険
者
を
必
要
と
し
た
の
は、

調
査

時
間
を
短
く
す
る
た
め
に
二
六
の
用
例
を
二
分
し
た
か
ら
で
あ
る
。

被
駿
者
は

そ
の
一

方
に
し
か
参
加
し
て
い
な
い
。

ま
た
、

全
調
査
を
通
じ
て
二
種
以
上
の

調
査
を
受
け
た
被
験
者
は
一

人
も
な
く、

異
な
り
人
数
が
八
0
名
で
あ
る
。

調
査
は
一

九
八
0
年
一

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、

国
際
柚
督
教
大
学
の
教
室

図

一
あ
た
た
か
い

ぃ

□
温
か
い

温
か
い
家
庭

B A 

旧
交
を
温
め
る

家
庭
の
温
か
み

温
か
く
迎
え
る

温
か
い
扱
い

人
情
が
温
か
い

体
が
温
か
く
な
る

温
か
い
料
理

温
か
い
風
呂

0

り
00
ツ
ー
（
 

体
を
温
め
る

心
温
ま
る
話

水
が
温
ま
る

暖
か

暖
か
な
毛
布

暖
か
い
心

手
足
を
暖
め
る

席の
暖まる暇もない

暖
ま
っ
た
空
気

室
内
が
暖
ま
る

ふ
と
こ
ろ
が
賊かい

布
団
の
暖
か
み

暖
か
い

色

暖
か
い
日

暖
か
い

国

鼻
暖
か
い
気
候

゜

に
お
い
て
、

口
頭
の
指
示
で
行
な
っ
た
。

三
・

五

調
査
の
結
果
と
考
察

図
一

は、

調
査
A

の
結
果
を
棒
グ
ラ
フ
で
、

調
査
B
の
結
果
を
折
線
グ
ラ
フ

で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
A

は
送
り
仮
名
の
異
な
る
回
答
も
含
め
て
集
計

し
て
あ
る
。
「
温
か
い
風
呂
」
「
暖
か
い
気
候
」

は
代
表
形
と
考
え
て
も
よ
い
。

調
査
B
の
結
果
は、

使
用
例
に
賛
成
し
た
比
率
を
表
わ
し
て
い
る
。

調
査
A

で
使
用
例
に
一

致
す
る
回
答
の
比
率
と
、

調
査
B

で
使
用
例
に
賛
成

す
る
比
率
と
は、

同
様
の
傾
向
を
示
す
。

両
結
果
の
違
い
が

統
計
的
に

有
意

（
危
険
率
一
。ハ
ー
セ
ン
ト
内）

な
の
は
「
人
情
が
温
か
い
」
一

例
で
あ
る
。

最
も
安
定
し
て
い
る
用
例
は、

「
暖
か
い
気
候」
「
暖
か
い
国
」
「
暖
か
い

日
」
「
暖
か
い
色」
「
暖
か
い
冬
」

の
五
例
で
あ
る
。

こ
れ
は、

カ
イ
ニ
乗
検

定
の
結
果、

凋
査
A
.
B
と
も
に
有
意
差
（
危
険
率
一
。ハ
ー
セ
ン
ト
内）

が

認
め
ら
れ
た
。

調
査
A

だ
け
を

見
る
と、
「
温
か
い
風
呂」

は
危
険
率
一
パ

ー
セ
ン
ト
内
で
、
「
室
内
が
暖
ま
る
」

は
危
険
率
二
。ハ
ー
セ
ン

ト

内
で
、

有

意
差
が
あ
る
。

「
ふ
と
こ
ろ
が
暖
か
い
」

は、
調
査
B

に
お
い
て
賛
成
率
が
一

五
パ
ー
セ
ン

ト
と、

全
用
例
の
中
で
最
も
低
く、

統
計
的
に
も
有
意
差
が
あ
る
。

使
用
例

(

11
)
 

に
反
し
た
形
で
統
計
的
有
意
差
を
示
す
の
は
こ

の

例
だ
け
で
あ
る
。
「
家
庭

の
温
か
み
」
「
心
温
ま
る
話」
「
席
の
暖
ま
る
暇
も
な
い
」
「
暖
か
い
気
持
ち」

な
ど
も、

使
用
例
と
一

致
し
な
い
回
答
が
多
い
よ
う
だ
が
、

検
定
の
結
果
で

は
有
意
差
が
見
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
使
用
例
は
適
切
で
な
い
と

か
、

謁
査
A

の
結
果
を
見
る
と
「
体
が
暖
か
く
な
る
」
「
席
の
温
ま
る

暇
も

な
い
」

の
方
が
多
い
と
か
判
定
す
る
の
は、

科
学
的
で
は
な
い
。

調
査
C

「
自
然
か
不
自
然
か
」

に
つ
い
て
の
回
答
は
、

次
の
よ
う
に
点
数

を
与
え
て
集
計
し
た
。

非
常
に
自
然
ー
五
点、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
自
然
ー
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四
点 、

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
・

わ
か
ら
な
い
ー

三
点 、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
自
然
ー

ニ
点 、

非
常
に
不
自
然
ー

一

点。

二
六
の
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
「
温
か
い
」
「

暖
か
い
」

の
二
通
り
に
表
わ
し
た

か
ら 、

用
例
は
総
計
五
二
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
ニ
―

例
は 、

自
然
ー

不
自
然
の

分
布
が
偶
然
で
は
な
い
こ
と
が

、

検
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

顕
著
な

傾
向
を
示
す
も
の
を
図
二
に
掲
げ
る
。

使
用
例
通
り
の
用
例
に
つ
い
て
自
然
で
あ
る
と
評
定
さ
れ
た
の
は 、

次
の
一

四
例
で
あ
る
。
「

温
か
い
風
呂」
「
温
か
い
料
理
」
「
体
が
温
か
く
な
る
」
「
水
が

温
ま
る
」
「

体
を
温
め
る
」
「
暖
か
い
気
候
」
「
暖
か
い
国」
「
暖
か
い
日
」
「
暖

か
い
色
」
「

暖
か
い
冬」
（
以
上 、

危
険
率
一
パ
ー

セ
ン
ト

内）
「
室
内
が
暖
ま

る
」
「

暖
か
い
心
」
「
暖
か
な
毛
布
」
「

暖
か
い
気
持
ち」
（
以
上 、

危
険
率
ニ
バ

ー
セ
ン
ト

内）
。

調
査
A
.
B
で
使
用
例
に
一

致 、

賛
成
率
の
高
い
こ

と
が
認

め
ら
れ
た
七
例
は 、

全
て
入
っ
て
い
る
。

使
用
例
に
反
し
た
用
例
に
つ
い
て
自
然
で
あ
る
と
評
定
さ
れ
た
の
は 、

次
の

六
例
で
あ
る
。
「

家
庭
の
剛
加
ぶ」
「
席
の

11
暇
も
な
い
」
「
手
足
を
訓
紗

州」
（
以
上 、

危
険
率
一
パ
ー

セ
ン
ト

内）
「
剛
加
ハぃ
迎
え
る
」
「

暖
か
い
家
庭」

「

温
ま
っ
た
空
気」
（
以
上 、

危
険
率
二

。ハ
ー

セ
ン
ト

内）
。

不
自
然
で
あ
る
と
い
う
評
定
を
受
け
た
の
は
唯
一

、
「
席
の
暖
ま
る
暇
も
な

い
」

で
あ
る
。
「

席
の
温
ま
る
暇
も
な
い
」

は
自
然
だ
と
受
け
と
ら
れ
て
い
る

か
ら 、
「
席
の
暖
ま
る
暇
も
な
い
」

は 、

両
方
で
否
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な

る
。図

三
は 、
「

温
か
い
」
「
暖
か
い
」

の
ど
ち
ら
を
使
う
か
に
つ
い
て

、

著
し
い

偏
り
を
見
せ
た
例
で
あ
る
。

集
計
方
法
は
先
ほ
ど
と
同
様
で

、

暖
か
い
を
使
う

ー
五
点 、

温
か
い
を
使
う
ー

一

点
と
し
た
。

分
布
が
統
計
的
に
偶
然
で
な
い
と
い
え
る
の
は
七
例
あ
る
。

そ
の
う
ち
次
の

六
例
は 、

使
用
例
通
り
の
用
法
を
支
持
し
て
い
る
。

「
温
か
い
風
呂」
「
水
が
温

ま
る
」
「
暖
か
い
気
候」
「

暖
か
い
日
」
「

暖
か
い
色」
「
暖
か
い
冬
」
（
危
険
率

一
パ
ー

セ
ン
ト

内）
。
「

席
の
暖
ま
る
暇
も
な
い
」

は
「
温
ま
る
」

の
方
に
分
布

が
偏
っ
て
い
る
。

こ
れ
は 、

自
然
さ
の
評
定
と
同
じ
結
果
で
あ
る
。

意
味
が
同
じ
か
迩
う
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、

明
ら
か
な
傾
向
を
表
わ
し
た

の
は 、

図
四
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。

同
じ
ー

五
点 、

違
う
ー

一

点
と
し
た
。
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調
査
B
で
得
た
使
い
分
け
の
抵
準
を
ま
と
め
る
と、

次
の
様
に

な
る
。
「
温

か
い
」

は
気
温
・

水
温
・

水
に
関
係
が
あ
る
も
の
、

人
が
直
接
関
わ
る
心
情
や

心
理
に
つ
い
て

用
い

る
。
「
暖
か
い
」

は
気
候
・

天
候
・

温
度
・

人
情
・

人
間

性
・

感
覚
的
な
も
の
に
つ
い
て
、

実
際
に
体
の
ま
わ
り
を
全
体
的
に
包
む
よ
う

な
場
合
に
用
い
る
。

こ
の
回
答
か
ら
「
温
か
い
」

と
「
暖
か
い
」

の
輪
郭
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ

ーヽー、%
00
 

(
1
 

50 

席の暖まる暇もない

（標準偏差0.97)

3
 

(%) 
100 

温かい風呂

（標準偏差1.15)

図

50 

2
 

4
 

5
 

1

)
 

0

0゚
。

ー
り（
 

2
 

3
 

4
 

r
J
 

暖かい日

（標準偏差0.76)

50 

。
ー 2

 
3
 

4
 

5
 

と
は
難
し
い
。

明
確
な
の
は
「
気
候
」

と
「
水
温
」

し
か
な
い
。
「
気
温
」

は

「
温
度
」

と
、
「
心
情
・

心
理
」

は
「
人
情
・

人
間
性
」

と
重
な
り
合
い
、
一

線

を
画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

調
査
C
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
例
に
つ
い
て
「
温
か
い
」

と
「
暖
か
い
」

の
意

味
の
違
い
を
得
た
の
で
、

主
な
回
答
を
紹
介
す
る
。

「
暖
か
い
気
候」
「
暖
か
い
国
」
「
暖
か
い
日
」
「
暖
か
い
冬
」
i

で
は
、
「
温
か

い
」

を
使
う
と
温
度
だ
け
し
か
表
わ
さ
な
い

が
、
「
暖
か
い
」

を
使
う
と
全
体

の
快
さ
ま
で
表
わ
す
。

気
候
を
意
味
す
る
場
合
に
適
す
る
の
は
「
暖
か
い
」

の

方
で
、
「
温
か
い
国
」

で
は
国
民
性
を
意
味
す
る
。

温
度
で
も
水
温
と
な
る
と、
「
温
か
い
風
呂
」
「
水
が
温
ま
る
」
に
見
る
通
り、

「
温
か
い
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
「
暖
か
い
風
呂」
は
風
呂
場
全
体
を
表
わ
す
。

「
体
を
温
め
る
」
「
手
足
を
温
め
る
」

と
い
う
動
詞
の

場

合、
「
温
め
る
」

は

密
着
し
た
熱
源
で
部
分
的
に
具
体
的
に
、
「
暖
め
る
」

は
離
れ
た
熱
源
で

全
体

的
に
抽
象
的
に
加
熱
す
る
こ
と
を
示
す
。

比
喩
的
な
用
法、
「
温
か
い
扱
い
」
「
温
か
く
迎
え
る
」

で
は、

「
温
か
い
」

(%) 
100 

50 

温かい風呂

（標準偏差1.07)

図

四
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四

お
わ
り
に

の
方
が
し
み
じ
み
と
し
た
優
し
い
心
情
を
適
確
に
表
わ
し
て
お
り、
「
暖
か
い
」

は
派
手
で
活
発
な
印
象
を
与
え
る
。

し
か
し
、
「
温
か
い
料
理
」
「
家
庭
の
温
か

み
」
「
室
内
が
暖
ま
る
」

で
は、
「
暖
か
い
」

の
方
に
雰
囲
気
や
愛
情
を
感
じ、

「
温
か
い
」

は
物
理
的
な
温
度
し
か
想
像
し
な
い
。

以
上
の
回
答
を
見
た
だ
け
で
も、

判
断
に
矛
盾
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一

例
を
と
る
と、
「
温
か
い
」

は
温
度
だ
け
を
表
わ
す
と
言
っ

た

り、

人
情
・

心

情
を
表
現
す
る
の
に
適
す
る
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
矛
盾
は
用

例
に
依
存
す
る
他、

個
人
差
が
大
き
い
。

ま
た
個
人
内
で
も
揺
れ
が
あ
っ
て
、

使
い
分
け
が
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

(
7
)

漢
字
の
異
な
り
数
を
と
っ
た。

た
と
え
ば、
「
掛」

は
「
か
か
り」
「
か
か
る
」

「
か
け
る
」

の
読
み
で
異
字
を
も
つ
が、
一

字
と
数
え
る。

(
8
)

文
献
5
.

6

を
参
照。

(
9
)

具
体
例
は
文
献
8

に
あ
る。

(
10
)

意
味
微
分
法
に
つ
い
て
は
文
献
16
参
照。

た
だ
し、

評
価
は
七
段
階
に
な
っ
て

い
る。

(
11
)

「
あ
た
た
か
い
」

と
い
う
回
答
も
多
い。
「
悽」

を
「
ふ
と
こ
ろ
」
に
変
え
た
こ

と
が
影
響
を
及
ぽ
し
た
か
も
し
れ
な
い。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

同
音
語
の
問
題
は
文
字
の
問
題
で
あ
り、

か
つ
、

意
味
の
問
題
で
あ
る
。

西
欧
語
と
く
ら
べ

る
と、

日
本
語
の
場
合
は
文
字
の
比

重
が
大
き
い
。

こ
れ
は
、

す
で
に
述
べ
た
通
り、

二
系
統
の
表
記
（
漠
字
と
仮

名
）、

二
系
統
の
読
み
（
音
と
訓
）

を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
日
本
語
で
は
表
記
も
言
語
の
一

部
で
あ
る。
」

と
結
論
づ
け
る
前

に
、

よ
り
精
密
な
議
論
を
重
ね
、

厳
密
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

文

一

九
六
二
年

大

字
が
話
し
言
葉
に
ま
で
介
入
し
、
「
い
ち
リ
ツ
」
「
わ
た
く
し
リ
ツ
」

と
区
別
し

た
り、
「
寒
い
方
の
カ
ン
ジ
ン
（
寒
心
）
」

と
説
咀
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

漢
字
が
別
語
意
識
を
支
え
て
い
る
側
面
も
確
か
に

あ
る
が
、
「
温
か
い
ー
暖
か

い
」

に
見
る
よ
う
に
、

あ
る
用
法
に
限
っ
て
区
別
が
明
確
な
同
音
語
も
少
な
く

は
な
い
。

漠
字
が
違
え
ば
必
ず
別
語
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

文
筆
家
は
、

漠
字
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
出
そ
う
と

す
る
が
、

そ
の
試
み
は
、

ひ
ら
が
な
・

カ
タ
カ
ナ
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

某

コ
ビ
ー
ラ
イ
タ
ー
は
、
「
心
あ
た
た
ま
る
愛
の
贈
り
物
」

と
い

う
コ
ビ
ー
を、

「
温
ま
る
」

か
「
暖
ま
る
」

か
、

さ
ん
ざ
ん
迷
っ
た
末、

漢
字
で

イ
メ
ー
ジ
を

限
定
し
た
く
な
い
と
考
え
て
、

ひ
ら
が
な
を
使
っ
た
。

こ
こ
で
は
、

和
語
と
漢

語
の
歴
史
的
な
意
味
詭
囲
の
違
い
が
、

そ
の
ま
ま
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

あ
る
作
家
は
、

女
性
の
こ
と
は
「
あ
の
ひ
と
」

と

書
き、

「
あ
の
人
」

で

は
感
じ
が
出
な
い
と
言
う
。

こ
こ
で
は
、

ひ
ら
が
な
に
特
別
な
意
味
を
見
い
出

し
て
い
る
。

日
常
語
で
も
同
じ
問
題
が
あ
る
。
「
ふ
と
こ
ろ
が
あ
た
た
か
い
」

の
「
あ
た

た
か
い
」

は
、
「
暖
か
い
」

の
意
味
と
同
じ
か
、
「
温
か
い
」
「
暖
か
い
」

両
方

か、
「
温
か
い
」
「
暖
か
い
」

と
は
別
の
意
味
を
も
つ
か
。
「
温
か
い
ー
暖
か
い
」

の
区
別
は
明
瞭
で
な
い
か
ら、
「
取
る
ー
撮
る
I
採
る
ー
執
る
ー
盗
る
ー
と
る
I

ト
ル
」

な
ど
を
考
え
れ
ば
、

問
題
点
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

日
本
語
が
特
殊
な
言
語
だ
と
言
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。

し
か
し
、

こ
の
よ

う
な
特
質
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
、

日
本
語
の
同
音
語
は
把
握
で
き
な
い
。
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